
－157－

大阪体育学研究　第48巻

研究報告

すり足に関する研究（第一報）：生成を水田農耕に観る
A Study on the SURIASHI / SHUFFLING in Consideration of

Its Gnerating with Relation to Japanese Rice Field Farming
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Abstract

The purpose of this study is to clarify the generating processes of SURIASHI/SHUFFLING

that is observed through precedent studies on the embodied functioning with relation to

Japanese rice field farming. In this study, the cultural and historical consideration for the

SURIASHI has been cast on its root causes aiming at the problems of standing work culture

in the view of semantics on bipedal locomotion. As a result, it was made clear that the SURI-

ASHI had been generated by its characteristic embodied functioning and its HABITUS with

relation to the rice field farming. In addition, it can be said that the characteristics of SURI-

AHI has made the embodied culture and spiritual culture coincide with the basis of tradition-

al Japanese culture throughout generations.
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Ⅰ　はじめに

時代劇で着物姿の女性が廊下を滑るように歩

むシーンをしばしば観る。こうした歩き方は一

見非合理的に思える。なぜなら当該動作は既に

現代の日常生活の中に存在していない。真似し

て歩いてみればたいていの人はぎこちない動作

と感じることであろう。それほど現代人からか

け離れた動作である。われわれにとって習慣に

ないことは理解することや伝達することも至難

である。前出の例示動作は舞踊をはじめとする

芸能や武芸などに残っているのだが特別に嗜ま

ない限り経験することもない。現代人は手を大

きく振って歩いている。このストライド方式歩

行が一般的であって合理的な歩行動作であると

も思える。しかし、かつての前述のような動作

が現在もわずかながら伝承文化の中に残ってい

るということは、何かの存在理由があってのこ

とと仮定することができる。

「すり足」という言葉がある。前述の動作も

この言葉で示し得る。また相撲にも「すり足」

と呼ばれる動きがある。こちらは腰を深く落と

してやはり地面を摺るように前進する動作であ

る。このように地面を滑るようなあるいは摺る

ような歩法を形成させたのは何なのか。本研究
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